令和６年度　高鍋町立高鍋東中学校　学校評価書（自己評価・学校関係者評価）４段階評価　【　Ａ・・・よい　　Ｂ・・・概ねよい　　Ｃ・・・あまりよくない　　Ｄ・・・よくない　】

	教育目標
	  自立の精神に燃え、広く敬愛する心をもち、たくましい創造の力を発揮する生徒の育成に努める。

	 　 めざす学校像
  　めざす生徒像
  　めざす教職員像
	　○笑顔と活気にあふれた学校　　　　　　　            ○歴史と伝統を重んじる学校　　　　　　　　　○地域に根ざした学校
　○（ひ）人を思いやり、ふるさとを愛する生徒　　　  ○（が）がまん強く、学び続ける生徒　　　　　○（し）しなやかさをもち、心身を鍛える生徒
　○ともに学び、考え、挑戦し続ける教職員　　・生徒と夢を語り、確かな力をつける教職員　　・生徒の心をつかみ、気づき、動き、見届ける教職員　　・生徒の手本となり、尊敬される教職員

	    
本年度の重点目標
     
	１　豊かな心と品性を高める　　　２　授業力を高め、学力向上に努める　　　　３　信頼される学校をつくる　　　　４　伝統を守り、発展させる




	評価項目
	方　策　・　手　立　て
	評　価　指　標
	自　己　評　価
	学校運営協議会委員評価
	

	
	
	
	指導別
	総合
	結　果　の　考　察　・　分　析  ・  改　善　策　等
	コメント
	評価
	

	高鍋町重点指導事項
	【知】
授業改善
家庭学習習慣の定着
	○　「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させ、主体的・対話的で深い学びにつながる授業改善に努める。
	〇　生徒が自分の興味関心のあるものを主体的に調べ、仲間と協働して考える場面が授業の中にあると感じる生徒を８０％以上にする。
	Ｂ
	Ｂ
	「主体的・対話的で深い学び」に向うためには「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させる必要がある。しかし、まだまだ「協働的な学び」への手立ての工夫が必要である。教職員間の相互授業参観等で研鑽を深める。
「学習内容を理解したい」「良い点が取りたい」という生徒の根本的なモチベーションを上げる手立てが必要である。
	・規律より、まっすぐな姿勢をいつも感じています。
・新明倫堂の教えは、町内の４校の先生方が教育研究所において、子供にもわかる短い文に明倫堂学規をまとめたもので、更なる活用が望まれます。
・挨拶ができることは生きていくうえで一番のこと。小学校、中学校、高校と続けて挨拶のできる生徒に育ててほし。
・挨拶は皆さん素晴らしい。

・親の生活が問われるということですね。
・朝食はなぜ大切かを何回も伝えたらどうでしょうか。

・学校行事に地区住民、公民館とも参加できるようにできると良くなるのではないか。
・校外の人達との付き合いは新鮮であり、生徒達にとっても良い刺激になるのではないかと期待する。
	

B
	

	
	
	○　各授業で学習したことを家庭での復習につなぐための課題内容の精選、充実を図る。Ｑｕｂｅｎａ（キュビナ）を効率的に活用する。
の概要を振り返り、家庭での学習内容や方法を考えさせる。
	〇  自分から進んで家庭での学習に取り組む生徒を８０％以上にする。
	Ｃ
	
	
	
	
	

	
	【徳】
基本的生活習慣の定着
新明倫の教えの推奨
　
	· 学校教育活動全般を通して率先して「あいさつ 」「 返事」「 靴並べ」
「 整理 整 頓 」する姿勢を体得させる。
	〇　「あいさつ」「返事」「靴並べ」「整理整頓」「大きな声で校歌を歌う」がしっかりできていると言える生徒を８０％以上にする。
○　社会的なマナーが身に付いている生徒を８０％以上にする。
	Ｂ
	Ｂ
	校内でのあいさつは概ね良好に感じるが、校外で地域の方々へ「自らあいさつ」となるとまだ改善の余地がある。地域の方から親しまれる、応援される東中を目指すために指導に力を入れたい部分である。明倫堂の素読は定着し、ほとんど生徒が暗唱できるレベルである。その内容を考え、生徒会活動に紐付ける取組みを行なっているがまだ改善の余地があり、生徒会役員の中心に生徒自身で今後の活動を考えさせたい。
	
	
B

	

	
	
	○『明倫堂の教え』を学級で素読、暗唱する。
	〇　学校・家庭・地域において「明倫堂の教え」を推進し、８０％以上の生徒が実践できる。
	Ｃ
	
	
	
	
	

	
	【体】
生活のリズムの確立
	○　早寝・早起き・朝ご飯について、学校だよりや学級通信等で啓発する。

	〇　早寝・早起き・朝ご飯の実践者（生徒・保護者）数を９０％　
以上にする。
	Ｂ
	Ｂ
	スマホやゲーム等により生活のリズを崩している生徒の存在も保護者、生徒のアンケート結果より出ている。家庭との連携した指導が必要である。身体を動かすことに関して積極的に動かす生徒が多く、その背景に生徒同士の良好な人間関係があると推察される。今後も運動の大切さと人間関係づくりについて指導をしていきたい。
	
	
B
	

	
	
	○　１１３０県民運動（１週間に１回以上３０分以上の運動をする）を日常的に推進する。
	〇　１週間に１回以上３０分以上の運動をしている生徒を８０％以上にする。(授業は含まず、部活動等は含む)
	Ｂ
	
	
	
	
	

	
	【信頼される学校づくり】
学校運営協議会の充実
幼保小中高連携の推進
	○　学校運営協議会のリーダーシップ、実務者会議の機動性を発揮し、地域コーディネーターと連携した取組を行う。
ーターと連携した取組を行う。
	〇　学校を地域や社会に開き、「地域の力」を学校経営に生かしていることを７０％以上の生徒・保護者が十分実感できている。
	Ｂ
	Ｂ
	「ひなた場」「職場体験学習」「ドリカム講座」等地域の人材を活かした学習に取り組めておりその効果は大変大きい。また特に高校とは高校体験活動、礼法指導等で連携を進めている。今後、小学校との連携をもち、中学校入学への不安軽減、中１ギャップ解消を図りたい。
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
B
	

	
	
	○　学力向上や防災訓練、各種行事等における幼保・小・中・高等学校との更なる連携を図る。
	〇　幼保・小・中・高との連携の在り方を模索し、連携した行事等を５回以上とする。
	Ｂ

	
	
	
	
	

	知育
	分かりやすい授業の実践

	〇　授業の中で理解が進まない生徒への支援方法を全職員で研究し、指導力の向上を図る。	
	○　授業が分かりやすいと感じる生徒を８０％以上にする。
	Ｂ
	Ｂ
	分りやすい授業づくりに向けて工夫、改善に努めたことで、生徒のアンケート結果は昨年度を上回っており、引き続き教師の授業力向上を目指し、研修に努める。読書活動については読み聞かせや掲示等による啓発に取り組んでいるが読書週間の定着まではいたっておらず、読書の魅力発信を担当職員や生徒の委員会活動を中心に力を入れていく。
	・ＩＣＴの活用がよかったと思います。
・特別支援の手立ては全生徒に有効であり、授業改善の視点になると思います。
・本を読むことが楽しく、うれしいと思える習慣がついてほしい。
	
B
	

	
	読書の推進	
	〇　読書環境の充実に努めたり、読書感想文等のコンクールにも積極的に応募し称賛したりする。
	○　本を読む習慣が身についている生徒を８０％以上にする。
	Ｃ
	
	
	
	
	

	徳育
	豊かな心の醸成
	〇　道徳の時間の指導を充実させるとともに、様々な行事（命を大切にする教育週間等）や体験活動を通して社会的なマナーや優しさ、思いやりの心を醸成する。また、マイスクールライフ（生活の記録）を通して担任と生徒とのやり取りを毎日きめ細かく行うとともに、アンケートや教育相談によって気になる言動の早期発見と対応を行う。
	○　優しさや思いやりの心を大切にしているという生徒を８０％
以上にする。
	Ｂ
	Ｂ
	概ね良好であるが、一部の生徒の言動で学校に行きづらい、自分の意見を言えないと感じている生徒が存在している。そのような子ども達へのフォローはもちろん、逆の立場の生徒には自分の言動が他者を困らせている、不安感をもたせていることなど道徳や生活の場面で機会あるごとに指導を行い、自覚を促し成長につなげる。
学校生活の中で自分も周りの人から必要とされている、役に立っているという自己有用感や自己肯定感を育むため、係活動や授業の中で意図的な仕掛けや取組を行なっていく。
	・家庭環境を踏まえてどのような状況かわかりませんが、心豊かな学校だと思います。
・町内４校は伝統的に年に１度道徳の授業に石井十次の題材を取り扱っていますが、ぜひ継続を期待します。
・自分の言葉や行動が相手にどう届くかを考えることができるような生徒達になってほしい。
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	一人一人の居場所づくり
	〇　授業をはじめ、係活動や委員会活動、ボランティア活動、部活動などのあらゆる学校生活の中で、生徒の適性に応じた活動場面を工夫する。
	○　学校のなかで自分が活躍できる場面があると感じている生徒を８０％以上にする。
	Ｃ
	
	
	
	
	

	体育
	体力の向上	
	○　一人一人の新体力テストの実態を把握させながら、体力向上プランに基づいた体育指導や部活動等指導に努める。									
	○　新体力テストにおいて、各学年男女４項目以上で県平均を上回る。	
	Ｃ
	Ｂ
	　身体を動かすこと自体は好きであっても、長距離走など苦手とする運動には参加しようとしない生徒が増加しているように感じる。困難なことに挑戦、克服し、「できた、やりきった」という体験を積ませていきたい。栄養教諭を中心に弁当づくりの取組が定着し、楽しみながらクオリティーを高めている。今後も食育に力を入れ続ける。
	・できないことをやらせるより、好きな運動が効果的な場合もあるので話をきいてあげてもいいかも。
・学校給食のありがたさを感じております。
・食育をはじめとして、家庭生活の教育が大切。
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	食育の推進
	〇  学級活動や給食時間、「弁当の日」の取組等を通して食育を推進する。
	○　「弁当の日」の実践において、弁当づくりに関わる生徒を８０％以上にする。
	Ｂ
	
	
	
	
	

	
	地域・家庭との連携
	〇  参観日や学校・学年・学級だより、さらにHP、安心安全メールなどで
家庭や地域との意思疎通を行う。地域でのあいさつ運動を地域とともに推進する。		
	○　学校からの連絡事項等が確実に伝わっていると感じる保護者を９０％以上にする。
○　家庭と地域と学校が連携を図り子ども達を見守る活動ができていると感じる保護者を９０％以上にする。
	Ｂ
	これまでの紙媒体での連絡がメールによる連絡に変化しており、保護者のアンケート結果からも概ね連絡事項が伝わっていることがわかる。ＩＣＴ活用のメリットであり今後も効果的に活用していく。今後、自然災害等の観点からも地域との連携が非常に重要であり、「地域学校協働活動」「地域とともにある学校」の意識を高める。
	・情報の共有はメールでいいと思いますが、アンケートの結果が少し低いと思います。
・伝統への指導は良くできていてすごいと思います。
・学校運営協議会との連携を図る必要性を感じている。
・地域と連携した門松づくりが素晴らしいと思う。
・地元に進学、就職できるとありがたい。
・ひなた場の充実を望みます。
・関係機関との連携を更に深めてもらえるとありがたいです。
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	伝統活動の継続
	○　正姿黙想や無言清掃、目立てをすべての生徒に確実に実行させる。 
伝統活動の意義や母校に対する誇り・愛着を継続して育む。																	
										
	○　生徒が「黙想・無言清掃・目立て」の伝統活動に誇りや愛着をもち、しっかりと取り組んでいると感じている保護者・生徒を９０％以上にする。
	Ｂ
	生徒が母校の伝統という意識をもって取り組んでいるか、活動の様子を見る限り年々意識が薄くなっていることは否めない。生徒主体の活動への手立てを模索したい。

	
	
	

	
	進路指導の充実
	○　各学年に応じた進路学習やキャリア教育を通して、自分の将来について真剣に考える生徒を育成する。
	○　進路先や将来の職業などについて、自分の考えをもっている生徒を８０％以上にする。
	Ｂ
	「職場体験学習」「ひなた場」等のキャリア教育をなお一層充実させ、働くことが誰かの笑顔につながっている等、夢ややりがいをもてる教育に力を入れていく。
	
	
	

	
	特別支援教育の充実
	○　特別支援教育の視点を重視し、合理的配慮の提供など、個に応じた支援などを工夫する。
学習指導や生活指導をする。
	○　校内支援委員会やケース会議等を週に１回程度実施し、職員の共通理解と実践を図る。
	Ｂ
	指導の際に職員間の意識の差やズレが生じないよう各会の内容を充実させ、共通理解を図った上で、生徒一人一人の状況に応じた組織的な対応に努める。
	
	
	


	【次年度の方向性についての校長所見】
　本年度の学校評価においても、概ね良好な結果が示されており、教職員・保護者・地域の連携による教育活動の充実が成果として表れている。一方、継続的な課題として、学力向上を目指した取組は引き続き重要と考える。次年度においても、生徒の目的意識の向上や家庭学習の定着を目指し、ＡＩ教材等の先進的なツールを効果的に活用することで、生徒一人一人の学びを支援していきたい。学力の向上は教科指導のみならず、学校全体の教育力の底上げを通じて実現されるものである。また、生徒が自ら考え、判断し、行動する力の育成を目指した取組を今後も重視するとともに、教職員については、風通しの良い職場づくりに努めるとともに、働きがいを感じられる職場環境の整備を進めることで、学校全体の一体感と組織力を高めていきたい。これらすべての取組において、保護者や地域と連携し、単なる前例の踏襲に留まらず、「伝統ある本校をさらに良くする」ための改革・改善を積極的に進めていきたいと考える。



